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顔の見える居場所づくりは“助け合いの第一歩”
　むらかみ互近所ささえ〜る隊は、今年度、各地区のい
くつかの町内を対象として、「地域の助け合いのしくみづ
くり」の出前講座を行ってきました。
　この活動と平行して岩船地区では、地域のコミュニティ
施設「源内塾」を拠点とした身近なつどいの場「いわふ
ねのお茶の間」を、昨年10月から毎月１回開催しています。
　この茶の間は、地区内からの「協力者」で運営をして
いますが、運営のさらなる充実を目指し、昨年11月に先
進地の「新潟市基幹型地域包括ケア推進モデルハウス実
家の茶の間」を見学しました。そこで「住民が主体となって取り組むこと」「誰もが心地よく過ごせる居場所
を作ること」を学び、参加者は岩船地区に合ったより良いつどいの場を目指していこうと思いを新たにしま
した。
　互近所ささえ〜る隊は、今後も地域の困りごとや隣近所の助け合いなど、さらに身近な町内での現状把握
を行う予定です。皆さんの地域におじゃまさせていただきますので、ぜひ声を聞かせてください。

●問い合わせ
　介護高齢課地域包括支援センター　☎53−2111（内線3432）
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仕
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落
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て
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。
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小俣は貴重な場所です
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